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【手続補正書】
【提出日】平成21年12月14日(2009.12.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｃ－Ｃ二重結合又はＣ－Ｎ多重結合を有するポリマーの、水素化触媒を用いた水素化方
法であって、
　前記水素化触媒は、
　０．１～１０ｍｍの範囲の平均細孔直径を有するメガ細孔支持体と、
　平均直径が３～１００ｎｍの範囲であり、平均長さが０．１～１０００μｍの範囲のカ
ーボンナノ繊維に対して堆積され、且つ水素化に触媒作用を及ぼす金属又は該金属の前駆
体を有することを特徴とする方法。
【請求項２】
　カーボンナノ繊維は、メガ細孔支持体としての１種以上のモノリスに対して堆積される
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　水素化触媒は、２ｎｍ未満の直径を有するミクロ細孔を実質的に含まない請求項１又は
２に記載の方法。
【請求項４】
　Ｃ－Ｃ二重結合又はＣ－Ｎ多重結合を有するポリマーは、アクリロニトリル又は１，３
－ブタジエンのポリマー又は共重合体である請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　メガ細孔支持体は、金属材料又はセラミック材料のモノリスである請求項１～４のいず
れか１項に記載の方法。
【請求項６】



(2) JP 2009-525356 A5 2010.2.12

　１００～３００℃の範囲の温度条件下で行われる請求項１～５のいずれか１項に記載の
方法。
【請求項７】
　５０～３００バールの範囲の圧力条件下で行われる請求項１～６のいずれか１項に記載
の方法。
【請求項８】
　当該方法の条件下で液体である溶剤を使用して行われる請求項１～７のいずれか１項に
記載の方法。
【請求項９】
　水素化触媒は、以下の工程：
　（ｃ）カーボンナノ繊維をメガ細孔物質に堆積する工程と、
　（ｅ）水素化に触媒作用を及ぼす金属の少なくとも１種の化合物の溶液で含浸する工程
と、
　（ｆ）か焼する工程と、
　を含む方法によって調製される請求項１～８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　水素化触媒は、工程（ｃ）の前に、
　（ａ）マクロ細孔を形成する材料でウォッシュコーティングする工程、
を行うことによって調製される請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　水素化触媒は、工程（ｃ）の前で、且つ適宜、工程（ａ）の後に、
　（ｂ）元素周期表第８～１０族の金属の化合物で含浸する工程、
　（ｄ）酸で処理する工程、
　を行うことによって調製され、且つ
　以下の
　（ｂ）元素周期表第８～１０族の金属の化合物で含浸する工程
は、工程（ｃ）の前で、且つ適宜、工程（ａ）の後に行われ、
　以下の
　（ｄ）酸で処理する工程
は、工程（ｃ）の後で且つ工程（ｅ）の前に行われる請求項９又は１０に記載の方法。


	header
	written-amendment

